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国語科の研究の概要

従前の学習指導要領では 「Ａ表現 「Ｂ理解」及び〔言語事項〕の２領域１事項で内容を構成、 」、

していたが、新学習指導要領では 「Ａ話すこと・聞くこと 「Ｂ書くこと 「Ｃ読むこと」及び、 」、 」、

〔言語事項〕の３領域１事項に構成が改められた。また、各科目及び領域ごとに言語活動例が示さ

れ、言語の教育としての国語科の立場を一層重視した内容になっている。

本研究は「古典」と「古典講読」での実践である。いずれも従前の学習指導要領下での学年を対

象とした実践であるが、新学習指導要領の趣旨を踏まえた指導を展開した。新学習指導要領による

と、前者は「系統的」な教材、後者は「まとまりのある」教材を扱うという点で若干の違いはある

が、いずれも「Ｃ読むこと」を重点的に扱う科目であり 「各領域の言語活動を通して 「古典に、 」、

」 、 。 「 」親しむ態度を育成する という点で 共通の目標を持っている 新学習指導要領の 内容の取扱い

にも 「話すこと・聞くこと及び書くことの言語活動を効果的に取り入れるようにする」とある。、

これを受けて、各事例においては、古典に親しむ態度を育成するために言語活動を取り入れて、指

導と評価の工夫に取り組んだ。

また、本研究では、国立教育政策研究所教育課程研究センターから示された、観点別学習状況の

評価の観点である、国語科の５観点（ 関心・意欲・態度 「話す・聞く能力 「書く能力 「読「 」、 」、 」、

む能力 「知識・理解 ）を参考にして、内容のまとまりごとの評価規準を設定し、目標に準拠し」、 」

た評価（いわゆる絶対評価）の実践を試みた。指導事例は「古典 「古典講読」に関する実践であ」

るので 「関心・意欲・態度 「読む能力 「知識・理解」の３観点を取り上げた。言語活動とし、 」、 」、

て取り上げた 話すこと・聞くこと 書くこと に関しては 国語総合 国語表現Ⅰ 国、「 」、「 」 、「 」、「 」、「

語表現Ⅱ 「現代文」の領域において、独立した単元教材で重点的に指導してその能力を育てる」、

ものであるとの立場に立って、ここでは評価の対象としていない。

各事例で扱った単元は次のとおりである。

指導事例１ 春日野の姉妹（伊勢物語）

指導事例２ 宮に初めて参りたるころ（枕草子）

指導事例３ 古典の世界について調べて発表しよう

＜研究協力員＞

栃 木 県 立 藤 岡 高 等 学 校 教 諭 霧林 宏道

栃 木 県 立 黒 羽 高 等 学 校 教 諭 小林 紀子

栃 木 県 立 喜 連 川 高 等 学 校 教 諭 上田 晃

＜研究委員＞

栃木県総合教育センター 研究調査部 指導主事 吉澤 正光



- 8 -

指導事例１ 春日野の姉妹（伊勢物語）

１ 単元について

「春日野の姉妹」は、中世の風習・生活習慣の中の物語ではあるが、現代に生きる生徒にも

共感できる内容の物語である。本単元では、物語を深く味わわせ、古典に親しむ態度を養うた

めに、本話を理解する上で重要とみなされる事項を調べたり、読みを深めたりする活動を取り

入れる。また、歌物語の中で和歌の果たす効果や、歌物語の特徴を理解させる指導を行う。

２ 単元の指導目標

(1)漢字や歴史的仮名遣いの読み、基本的な語句の意味、和歌の修辞法等を理解させる。

(2)登場人物の心情を読み取り、物語の内容を理解させる。

(3)時代背景や物語の背景を理解させる。

(4)作品を読み味わい、古典に親しませる。

３ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解

①古文の内容を的確に読み取っ ①漢字・歴史的仮名遣いの読み ①漢字や歴史的仮名遣いの読

たり、当時の人々が和歌をど を理解して音読している。 みを理解している。

のように活用していたかを考

えたりして、古典に親しもう ②語句に即して本文の内容のあ ②語句の意味用法や和歌の修

としている。 らましを読み取っている。 辞法を理解し、語彙を豊か

にしている。

③古文に描かれた人物の心情を

踏まえ、話全体の流れを把握

している。
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＊努力を要する生徒に対する手立て４ 指導と評価の計画（全７時間）

時間 学習活動における評価規準と評価方法次 学習活動 指導上の留意点

○シラバスで本単元の学習の ‐①音読による読みの定着 関心・意欲・態度

①教師による「春日野の姉 目標と活動を確認する。 漢字・歴史的仮名遣いの読

妹」の範読を、漢字・歴 ○注意する漢字や歴史的仮名 みを積極的に身に付けよう

史的仮名遣いの読みに注 遣いの読みを、教科書に書 としている。

意しながら聞く。 き込ませる。 (自己評価票資料１ ・観察)

②教師に続いて、一文ずつ ○全体が音読できているか確

一 １ 一斉読みを行う。 認しつつ読ませる。 ‐①知識・理解

③全員起立し、三回音読し ○教員自身も音読しながら、 漢字・歴史的仮名遣いを正

た者から着席する。 机間指導を行う。 しく理解している。

④指名により、二人で交互 ○練習の様子を参考にして二 (小テスト資料１)

読みする。 名を指名し、一文ごとに交

⑤漢字や歴史的仮名遣いの 互に音読させる。

読みの確認のため、小テ ○教科書、ノートを閉じさせ

スト(資料１)を受ける。 読みの確認テストを行う。

⑥自己評価を行う。 ＊つまずきを確認して助言を

⑦本文をノートに写す。 与えながら学習プリントで

復習させる。

○前時の小テスト・自己評価 ‐①内容理解 関心・意欲・態度

①指名により音読する。 票に口答で助言を添えて返 脚註や辞書を手掛かりに、

２ ②脚註・古語辞典を使って 却する。 内容理解に努めようとして

二 逐語訳を行い、ノートを ○本時の目標と活動を説明し いる。

整理する。 て確認させる。 (自己評価票資料２ ・観察)

～

③序詞を理解する。 ○脚註と古語辞典を使って本

３ ④口語訳中心の小テスト 文を現代語訳させる。 ‐②知識・理解

（資料２)を受ける。 ○「序詞」などの言葉の持つ 脚註と辞書を活用し、古語

⑤自己評価を行う。 面白さに関心を持たせる。 の意味や序詞を理解してい

＊つまずきを確認して助言を る。

与えながら学習プリントで (小テスト資料２)

復習させる。

○前時の小テスト・自己評価 ‐①全体内容把握 関心・意欲・態度

①指名により音読する。 票に口答で助言を添えて返 全体の流れを理解して、読

②全体の内容理解のため、 却する。 み味わおうとしている。

三 ４ ワークシート(資料４)に ○本時の目標と活動を説明し (自己評価資料３・観察)

より、物語の各場面を描 て確認させる。

いた６枚の絵を、本話の ○本文に沿って並べ替え、絵 ‐③読む能力

内容に沿って並べ替え、 に該当する本文を書き添え 物語の展開を把握して本文

本文を書き添える。 させる。 を書き添えている。

③指名により発表させる。 ○発表させた後、回収する。 (ワークシート資料４)

④自己評価を行う。 ＊助言により本文を一文ずつ

区切って考えさせる。
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時間 学習活動における評価規準と評価方法次 学習活動 指導上の留意点

○前時の自己評価に口答で助 ‐①調べ学習 関心・意欲・態度

①文中の古典に関する語句 言を添えて返却する。 与えられた項目を多岐に渡

を 『百科事典 『国史 ○本時の目標と活動を説明し って調べようとしている。、 』

５ 大辞典』やインターネッ て確認させる。 (自己評価資料３・観察)

四 トを使って調べる。 ○生徒に主体的に班分けさせ

②調べたことを発表する。 る。 ‐②

～

読む能力

③自己評価を行う。 ○「初冠 「平城京 「春日 発表するために、辞典・ｲﾝﾀ」 」

６ の里 「狩衣 「信夫摺り」 ｰﾈｯﾄを利用し時代背景・風」 」

の項目を 各班に選ばせる 習などを読みとっている。、 。

○下書き用ワークシートに書 (ワークシート資料５)

かせた後、発表用ワークシ

ートに清書させる。

＊資料の提示や助言をする。

○前時の自己評価に助言を書 ‐①本話の題名をつける 関心・意欲・態度

①題名に込められた意図に き添えて返却する。 本文を読み味わい、内容を

関して教師の説明を聞 ○本時の目標と活動を説明し 効果的に表す題名を考えよ

く。 て確認させる。 うとしている。

②「春日野の姉妹」以外の ○思い付いただけ紙に書き、 ‐③読む能力

題名を考えて紙に書く。 その中から自分が一番良い 古文に描かれた人物の心情

③一人ずつ自分のつけた題 と思うものを発表させる。 を踏まえ、話全体の流れを

五 ７ 名を読み上げ 板書する ○板書されたものの中から良 把握している。、 。

④投票により一番良いもの いと思われるものを選んで (ワークシート資料６・自己

を選ぶ。選ばれた生徒は 投票させ、上位数点を選出 評価資料３・観察)

題名について解説する。 する。

⑤教師のコメントを聞く。 ○選出された題名を考えた生

徒に題名についてを解説さ

せる。

○選ばれたものや、その他の

題名に関してコメントす

る。

＊助言により文中から根拠を

探させる。
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５ 成果と課題

（１）成果

①指導法の改善

古典に親しませるという指導目標を達成するために、第４時で絵を取り入れた指導や、第

７時で「読書へのアニマシオン （作戦11「これが私のつけた書名 ）を活用した指導を行」 」

ったことにより、訳読中心の指導からの改善を図った。生徒は学習活動毎に明確な目標を持

つことができ、その実現のために主体的に学習に取り組んだ。

②生徒の学習に取り組む態度の改善

課題を持って調べる活動を取り入れたことで、学習活動の目標や内容が具体的になり、生

徒が主体的に学ぶようになった。また、絵や「読書へのアニマシオン」等を取り入れた学習

場面では、生徒はより意欲的に学習に取り組むようになった。

③評価規準を生かした形成的評価による語句の読みの定着

第２学期中間試験から「知識・理解」の評価規準である「漢字、歴史

的仮名遣いを正しく理解している」状況に導く指 問題（解答） 正答率

導を行った 第１時 音読による読みの定着 で ① 初冠（ういこうぶり） 77.8％。 「 」 、

目標の確認、音読の指導、読みの評価(資料１)と ② 往に（いに） 61.1％

いう流れで、基礎的な読みの定着を図った。第二 ③ 垣間見（かいまみ） 77.8％

次でも読みの評価(資料２)を繰り返した。さらに ④ 思ほへず おもおえず 66.7％（ ）

定期テスト前にも小テスト等での復習を促した。 ⑤ 狩衣（かりぎぬ） 83.3％

これらの指導の結果、評価規準に対して、概ね満 ⑥ 裾（すそ） 72.2％

足と判断できる状況が達成できた。 ⑦ 信夫摺り しのぶずり 66.7％（ ）

⑧ 春日野（かすがの） 88.9％

（２）課題 ⑨ ゆゑに（ゆえに） 83.3％

①指導計画及び評価計画の見直し

「知識・理解」の評価規準 「語句の意味用法や和歌の修辞法を理解し、語彙を豊かにし、

ている」ことの達成状況は充分ではなかった。特に「序詞」を理解させることに関しては、

なお指導の工夫が必要である。また、歴史的仮名遣いを１箇所含む「⑩ゆゑに （83.3％）」

や、２箇所含む「⑤思ほへず （66.7％）が示すように、基本的な歴史的仮名遣いの読みの」

指導の必要性が改めて浮き彫りになった。このような点に関して今後の指導計画や評価計画

を見直す必要がある。

②評価の方法、場面、時期の工夫

生徒の自己評価は、その結果を教師が把握して指導の改善に生かすだけでなく、生徒に助

言や励ましとしてフィードバックすることによって、生徒自身の学習意欲を高めるためにも

生かされることが大切である。本単元では、全７時間のうちに自己評価の場面を５回設けた

が、生徒へのフィードバックによる自己評価の活用が不十分になってしまった。無理なく評

価を行うためには、効果的な評価の場面や時期を工夫し重点化したうえで設定する必要があ

る。また、自由記述式の自己評価や、生徒同士で良い点を認め合うような相互評価(資料７)

などの工夫も大切であろう。

参考文献

・Ｍ・Ｍ・サルト 『読書へのアニマシオン75の作戦』柏書房

・コミグラフィック 日本の古典３『伊勢物語』暁教育図書株式会社
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の
男
、

信
夫
摺
り
の
狩
衣
を
な
む
着
た

オ

り
け
る
。

春
日
野
の
若
紫
の
す
り
衣
し
の
ぶ
の
乱
れ
限
り
知
ら
れ
ず

Ａ
と
な
む
追
ひ
つ
き
て
言
ひ
や
り
け
る
。

つ
い
で
お
も
し
ろ
き
こ
と
と
も
や
思

②

ひ
け
む
。

み
ち
の
く
の
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
た
れ
ゆ
ゑ
に
乱
れ
そ
め
に
し
我
な
ら
な
く
に

と
い
ふ
歌
の

心
ば
へ
な
り
。
昔
人
は
、
か
く
い
ち
は
や

き
み
や
び
を
な
む

ｄ

ｅ

し
け
る
。

―

問
一

傍
線
部
ア
〜
オ
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
で
答
え
な
さ
い
。

12

ア
（

）

イ
（

）

ウ
（

）

―

エ
（

）

オ
（

）

問
二

傍
線
部
ａ
〜
ｅ
の
現
代
語
訳
を
答
え
な
さ
い
。

ａ
（

）

ｂ
（

）

ｃ
（

）

ｄ
（

）

ｅ
（

）

問
三

傍
線
部
①
・
②
の
動
作
の
主
体
を
本
文
中
の
語
を
使
っ
て
答
え
な
さ
い
。

①
（

）

②
（

）

問
四

次
の
文
は
Ａ
の
和
歌
の
序
詞
に
つ
い
て
説
明
し
た
文
で
あ
る

（

）
に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
和
歌
の

。

中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

序
詞
と
は
、
和
歌
の
修
辞
法
の
一
つ
で
、
あ
る
語
句
を
引
き
出
す
た
め
の
前
置
き
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
Ａ

、

、
（

の
和
歌
に
つ
い
て
は

「
し
の
ぶ
の
乱
れ
限
り
知
ら
れ
ず
」
の
部
分
に
和
歌
の
主
題
が
あ
り

「

」
を
引
き
出
す
た
め
の
序
詞
が

「

」
で
あ
る
。

）

、
（

）

【
自
己
評
価
】
よ
く
で
き
た
＝
Ａ

だ
い
た
い
よ
く
で
き
た
＝
Ｂ

あ
ま
り
よ
く
で
き
な
か
っ
た
＝
Ｃ

教
科
書
・
ノ
ー
ト
を
準
備
し
て
授
業

漢
字
の
読
み
が
理
解
で
き
た
。

に
臨
ん
だ
。

積
極
的
に
授
業
に
参
加
し
よ
う
と
し

現
代
語
訳
が
で
き
た
。

た
。

。

序
詞
が
理
解
で
き
た
。

話
全
体
の
内
容
を
理
解
で
き
た
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資料３自己評価票 １

年 組 番 氏名

１ 授業に遅れずに参加した。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

２ 教科書・ノートをそろえて授業に臨んだ。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

３ 絵と本文の対応を理解しようと努めた。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 物語の展開を把握して、本文を書き添えた。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

５ 先生の説明を良く聞いて理解に努めた。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

６ 発問に対し、自分で考えようとした。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

７ 絵によって内容の理解が深まった。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

８ 物語に親しみが持てた。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

本時間の感想

Ａ＝あてはまる Ｂ＝大体あてはまる Ｃ＝あまりあてはまらない Ｄ＝あてはまらない

自己評価票 ２

年 組 番 氏名

１ 授業に遅れずに参加した。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

２ 教科書・ノートをそろえて授業に臨んだ。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

３ 積極的に図書で調べた。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 積極的にインターネットで調べた。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

５ 友達の意見を良く聞いて理解に努めた。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

６ 内容を自分で考えようとした。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

７ メモをしっかり取った。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

８ 調べた内容がわかった。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

本時間の感想

Ａ＝あてはまる Ｂ＝大体あてはまる Ｃ＝あまりあてはまらない Ｄ＝あてはまらない

自己評価票 ３

年 組 番 氏名

１ 授業に遅れずに参加した。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

２ 教科書・ノートをそろえて授業に臨んだ。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

３ 先生の説明を良く聞いて理解に努めた。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 積極的に題名を考えた。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

５ 他者の考えた題名とその説明を聞いて考えが深まった。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

６ 「春日野の姉妹」を読み味わえた。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

本時間の感想

Ａ＝あてはまる Ｂ＝大体あてはまる Ｃ＝あまりあてはまらない Ｄ＝あてはまらない

＊本来の「関心・意欲・態度」を見る自己評価は 「国語への関心・意欲・態度」のことであ、

るから、学習活動の内容に関して評価するものである。従って、資料３・４・５の自己評価

票の、それぞれ３番以下について問うのが一般的であり、大切なことである。ここでは、生

徒の実態に合わせて、授業を受ける心構えも生徒に意識させた。
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資料４



- 15 -

資
料
５

資
料
６

（

）
年
（

）
組
（

）
番

氏
名
（

）

調
べ
て
み
よ
う
！

「

」

、

。

（

）
班

班
員

春
日
野
の
姉
妹

以
外
の
題
名
を
付
け
る
と
し
た
ら

ど
の
よ
う
な
題
名
を
付
け
ま
す
か

題
名
と
そ
の
理
由
を
簡
潔
に
書
き
な
さ
い
。

調
査
項
目

題
名

調
べ
た
内
容

理
由

本
・
辞
書
類
か
ら
（
出
典
も
記
す
）

資
料
７

相
互
評
価
の
例

（

）

（

）

（

）

（

）

相
互
評
価
票

年

組

番

氏
名

板
書
さ
れ
た
題
名
の
中
で
、
あ
な
た
が
一
番
良
い
と
思
う
題
名
と
、
そ
の
理
由
を
書
き

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ア
ド
レ
ス
も
記
す
）

な
さ
い
。

題
名

理
由
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指導事例２ 「宮に初めて参りたるころ （枕草子）」

１ 単元について

講義形式で本文の読解に多くの時間を費やす指導に偏ってしまうと、生徒の古典に対する苦

手意識を助長しかねない。本単元では、基礎・基本を定着させる指導を実施した上で、生徒の

主体的な活動を促す言語活動を取り入れて指導する。

『枕草子』の中の「日記的章段」は、当時の中宮定子を中心とした後宮の雰囲気や様子を伝

える資料にもなっている部分である。時代背景を理解させるとともに、中宮定子との交流を通

して表現されている作者のものの見方、感じ方を読み取らせ、作者の人間像に親しませたい。

２ 単元の指導目標

(1)漢字や歴史的仮名遣いの読み 「枕草子」の時代背景、基本的な語句の意味や語法等を理解さ、

せる。

(2)登場人物の行動の意図を考えたり、宮廷生活の様子や登場人物同士の心の交流を本文から読み

取らせたりして、作品を読み味わわせる。

(3)作者の立場で自己紹介文を書くことを通して、作品をより深く鑑賞させる。

３ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解

①清少納言と中宮の交流の様 ①表現の特徴に注意して、作 ①文や文章の組立、語句の意

子から 二人のものの見方 者の思いを考えながら効果 味、用法及び表記などを理、 、

感じ方、考え方を読み取ろ 的に音読している。 解し、語彙を豊かにしてい

うとしている。 る。

②叙述に即して文章の内容を

おおむね読み取っている。 ②時代背景や宮廷生活の様子

を知り、清少納言と中宮の

③文章に描かれた人物 情景 交流を理解している。、 、

心情などを表現に即して読

み味わっている。
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＊努力を要する生徒への手立て４ 指導と評価の計画（全７時間）

時間 学習活動における評価規準と評価方法次 学 習 活 動 指導上の留意点

○シラバスで本単元の学習 ‐②作品の成立と作者について 知識・理解
の目標と活動を確認する。 資料を的確に読み取り、内容の理解

一 １ ①『枕草子』の成立年代や ○ワークシートによって確 を理解している。
内容、作者清少納言の人 認すべき項目を示す。 （ワークシート資料１)
物像を、便覧等で確認し ＊資料とワークシートとの
ながら整理する。 対応について助言する。

○歴史的仮名遣い等、読み ‐①本文の内容理解 読む能力
①本文を教師の範読に続い 誤りやすい部分は注意を 漢字や歴史的仮名遣いを正し
て音読する。 促しながら範読する。 く発音して読み通している。

２ ＊助言により読みを確認さ （観察）
二 せる。〜

４ ②段落ごとに本文をノート ○脚註や辞書を参考にして ‐②読む能力
に写し、口語訳をノート 口語訳をさせる。 本文を正しく読み取り、本文
に書く。 ＊辞書の使い方や、本文と に沿って口語訳をしている。

脚注の対応について助言 （ノートの記入状況・観察）
③辞書や教師の解説を参考 する。
にして、基本的な語句や
語法を理解する。

５ ○まず自力で解かせ、次に ‐②全体の内容理解 知識・理解
①前時までの学習内容の理 教科書・ノート等を参照 本文中の語句の読みや意味・
解度を小テストで確認す させ、理解できている所 用法が理解できている。
る。 とできていない所を確認 （小テスト資料２自己採点）

させる。
＊ノートの見直しと小テス

三 トの復習を促す。
②これまでの学習への取り ‐①関心・意欲・態度

、 、組みを振り返って、自己 ○小テストの結果とこれま 作品からものの見方 感じ方
評価票に記入する。 での学習への取り組を振 考え方を意欲的に読み取り、

り返らせる。 心情を豊かにしようとしてい
＊面接により学習の方法等 る。
を助言する。 （自己評価票資料３)

６ ③本文中の会話の部分を抜 ○ワークシート(資料４)を ‐①関心・意欲・態度
き出し、誰が誰に対して 使って生徒個人に考えさ 本文の会話の部分から中宮と
どのような場面で言った せた後、発表させる。 清少納言との交流の様子を読
言葉か考える。 ＊口語訳を示し、内容理解 み取り、読み味わおうとして

を助ける。 いる。
‐②読む能力

本文の内容が正確に読み取れ
ている。
（ワークシート資料４)

○宮廷生活の様子や中宮と ‐③内容理解の確認 読む能力
①これまでの学習内容を踏 の交流など、具体的な内 本文に描かれた人物、情景、

四 ７ まえ、清少納言の立場で 容を挙げ、わかりやすい 心情などを表現に即して読み
400字程度の自己紹介文 文章になるよう指示す 取り、自己紹介文に生かして
を書く。(資料５) る。 いる。

＊口語訳を示し、本文の内 （自己紹介文）
容を再確認させる。
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５ 評価規準と評価方法に対する判断基準

「評価規準」は、何をもとにして判断するかという根拠を示すのに対し 「判断基準」は、ど、

の程度まで達成しているかという判断の根拠を示す 「目標に準拠した評価」として示された評。

価が客観的なものになるように、この判断基準をもとに評価するものである。前ページ「４ 指

導と評価の計画」中の評価規準は、判断基準のＢ「おおむね満足できると判断される」状況を表

す。なお、ここでは 「努力を要する状況」を表すＣの判断基準に代えて 「 努力を要する』生、 、『

徒への指導の手立て」を記す。

判 断 基 準
学習活動 評価規準と

「 」評価方法 十分満足できる おおむね満足できる (Ｃ) 努力を要する
（Ａ） （Ｂ） 生徒への指導の手立て

作品の成立と作 －② 資料を正確に読み取 資料を読み取り、ワ 資料とワークシート知理
者についての理 り、ワークシートに ークシートにおおむ との対応について助ワークシート

解 記入している。 ね記入している。 言する。

本文の内容理解 －① 漢字や歴史的仮名遣 漢字や歴史的仮名遣 助言により読みを確読
観察 いの読みや、古語の いを正しく発音して 認させる。

意味の切れ目を理解 読み通している。
して調子よく音読し
ている。

－② 動作の主体や、助詞 脚註や辞書等を手掛 辞書の使い方や、本読
ノートの記 等を補い、文脈に即 かりに、前後の関連 文と脚注の対応につ
入・観察 して口語訳している を考えながら文脈に いて助言する。。

即しておおむね口語
訳している。

全体の内容理解 －② 本文中の語句の読み 本文中の語句の読み ノートの見直しと小知理
。小テスト や意味・用法がほと や意味・用法がおお テストの復習を促す

。んど正しく理解でき むね理解できている
ている。

－① Ａが４つ以上あり、 Ａ・Ｂが合わせて４ 面接により学習の方関意態
自己評価票 Ｃ・Ｄがない。 つ以上あり、Ｄはな 法等を助言する。

い。

－① 本文の会話の部分か 本文の会話の部分か 口語訳を示し、内容関意態
ら、中宮と清少納言 ら、中宮と清少納言 理解を助ける。ワークシート

の交流の様子を読み の交流の様子をおお
取り、読み味わおう むね読み取り、理解
としている。 しようとしている。

－② 本文の内容が正確に 本文の内容がだいた 口語訳を示し、内容読
読み取れている。 い読み取れている。 理解を助ける。ワークシート

内容理解の確認 －③ 本文の内容を的確に 本文の内容を大体読 口語訳を示し、本文読
自己紹介文 読み取り、紹介文を み取り、紹介文を書 の内容を再確認させ

書いている。 いている。 る。
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６ 成果と課題

（１）成果

①ワークシートや形成的評価による学習内容の定着及び指導の改善

第１時「作品の成立と作者についての理解」の指導では、資料を活用してワークシートに

キーワードを記入させることで、学習内容の定着を図った。ワークシートは定期テスト前の

家庭学習にも活用され、テスト(資料７)ではこの部分に関する設問の正答率(資料８)が77％

に達した。

第２～４時「本文の内容理解」は、前述した一般的な読解の指導である。通常はこの基礎

的な指導で単元を終了することが多いが、さらに理解を深めさせるために、第５～６時「全

」 、 、 、 。体の内容理解 のための指導として 小テスト 自己評価 会話文に注目した指導を行った

まず、本文中の語句の読みや意味・用法の理解状況を、小テストを用いて生徒自身に把握さ

せた。これにより、何がわかって何がわからないのかを明確に認識させることができ、漠然

とわからないという状態を解消させた。そして、理解が不足している点について、生徒の実

情に応じて指導助言を行った。小テスト終了後には、それまでの学習への取り組みを振り返

らせ自己評価をさせた。また、定期テスト前にも小テストを家庭学習での復習に活用するよ

う指導した。これらによって、学習内容の定着度(資料８)が向上した。指導者自身も、それ

までの指導の成果を小テストを通して振り返り、その後の指導に生かすことができた。

②古典に親しませる指導の工夫

古典に親しませるために、第６時では 『読書へのアニマシオン75の作戦』の中の 「作、 、

戦54 だれが、だれに、何を？」を用いて、会話文に注意して読みを深める指導を行った。

第７時では、単元のまとめとして、清少納言の立場で自己紹介文を書くという、言語活動と

しての「書くこと」の指導を取り入れた。

（２）課題

①評価方法の工夫

第７時の「清少納言の立場での自己紹介文」については、例えば班内で作品を互いに読み

合って、良い点や改善点等について意見や感想を交換する相互評価(資料６)の場面を取り入

れると、さらに読みが深まるであろう。また、秀作を数点選んでプリントして配布し、同様

に相互評価させてもよい。

②評価問題の工夫・改善

単元終了後の定期テストの出題方針は、指導内容を踏まえ、目標に準拠した評価ができる

こととした。学習活動としては思考力を問う活動も取り入れ、それを踏まえた既習事項とし

ての出題形式としたが、結果的には 「思考」によってよりも 「知識・理解」を踏まえて、 、

解答する設問の方が多かった。思考力を問う問題の工夫が引き続き今後の課題である。

また、テストで正答率の低かった、古語の意味を記述させる設問については、出題方法の

検討を要する。
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資料１
清 少 納 言 と 『 枕 草 子 』 に つ い て

（ ） 年 （ ） 組 （ ） 番 氏 名 （ ）

清 少 納 言 に つ い て

○ 父 は 。 後 撰 和 歌 集 の 選 者 。 学 者 歌 人 の 家 柄 。

○ 十 六 、 七 歳 の と き と 結 婚 。 男 子 出 産 。

○ （ ） 世 紀 末 の （ ） 年

夫 と 別 れ 、 関 白 の 長 女 で 天 皇 の

中 宮 で あ っ た の と こ ろ へ 出 仕 。

清 少 納 言 （ ） 歳 、 中 宮 （ ） 歳 の 時 の こ と 。

○ （ ） に つ い て 深 い 教 養 が あ っ た 。

、 「 」 。当 時 ラ イ バ ル 関 係 の か ら 才 を ひ け ら か す と 批 判 さ れ て い る

○ （ ） は あ ま り 得 意 で は な か っ た 。

○ 中 宮 の 死 去 と と も に 宮 中 を 去 り 、 晩 年 の 生 活 は 明 る い も の で は な か っ た と い わ れ る 。

『 枕 草 子 』 に つ い て

○ 『 枕 草 子 』 の 成 立 は （ ） 時 代 中 期 （ ） 文 学 の 祖 と い わ れ る 。。

○ 内 容 は 約 三 百 の 章 段 か ら な っ て お り 、 内 容 上 三 種 類 に 分 け ら れ る 。

的 章 段 も の づ く し 。

「 虫 は 「 す さ ま じ き も の 」」

的 章 段 自 然 や 人 事 の 美 的 世 界 を 描 い た も の 。

「 春 は 曙 「 九 月 ば か り 」」

的 章 段 十 年 に わ た る 宮 仕 え 生 活 を 描 い た も の 。

「 雪 の い と 高 う 降 り た る を 「 宮 に 初 め て 参 り た る こ ろ 」」

○ 人 事 や 自 然 を 、 当 時 と し て は 新 鮮 な 感 覚 や 機 知 で と ら え （ ） の 文 学 と、

い わ れ る 。

‐ ‐20



資料２

（ ） 年 （ ） 組 （ ） 番 氏 名 （ ）宮 に 初 め て 参 り た る こ ろ

（ ） に は 口 語 訳 を 、 【 】 に は 漢 字 の 読 み を 現 代 仮 名 遣 い で 書 き な さ い 。

（ ） に 初 め て 参 上 し た 頃 【 】

宮 に 初 め て 参 り た る こ ろ 、 も の の 恥 づ か し き こ と の 数 知 ら ず 、 涙 も 落 ち ぬ べ け れ ば 、 夜 々 参 り て 、 三 尺 の 御 几

手 さ え も （ ） ど う し よ う も な い 。

帳 の 後 ろ に さ ぶ ら ふ に 、 絵 な ど 取 り 出 で て 見 せ さ せ 給 ふ を 、 手 に て も え さ し 出 づ ま じ う わ り な し 。 「 こ れ は 、 と

【 】 【 】 （ ）

あ り 、 か か り 。 そ れ が 、 か れ が 。 」 な ど の た ま は す 。 高 坏 に ま ゐ ら せ た る 御 殿 油 な れ ば 、 髪 の 筋 な ど も 、 な か な

【 】 （ ） し て み た り す る 。

か 昼 よ り も 顕 証 に 見 え て ま ば ゆ け れ ど 、 念 じ て 見 な ど す 。 い と 冷 た き こ ろ な れ ば 、 さ し 出 で さ せ 給 へ る 御 手 の は

（ ） に 見 え る の が 、 す ば ら し く （ ） て い る 薄 い ピ ン ク 色 な の が 、

つ か に 見 ゆ る が 、 い み じ う 匂 ひ た る 薄 紅 梅 な る は 、 限 り な く め で た し と 、 見 知 ら ぬ 里 人 心 地 に は 、 か か る 人 こ そ

（ ） ほ ど 、 （ ） 申 し 上 げ る の だ っ た 。

は 世 に お は し ま し け れ と 、 驚 か る る ま で ぞ ま も り 参 ら す る 。

【 】 な ん と か （ ） で も

暁 に は と く 下 り な む と 急 が る る 。 「 葛 城 の 神 も し ば し 。 」 な ど 仰 せ ら る る を 、 い か で か は す ぢ か ひ 御 覧 ぜ ら れ

御 覧 に 入 れ ず に す ま せ た い と 【 】

む と て 、 な ほ 伏 し た れ ば 、 御 格 子 も ま ゐ ら ず 。 女 官 ど も 参 り て 、 「 こ れ 、 放 た せ 給 へ 。 」 な ど 言 ふ を 聞 き て 、 女

（ ） と お っ し ゃ っ た の で

房 の 放 つ を 、 「 ま な 。 」 と 仰 せ ら る れ ば 、 笑 ひ て 帰 り ぬ 。

（ ） の で （ ） な っ た で し ょ う 。

も の な ど 問 は せ 給 ひ 、 の た ま は す る に 、 久 し う な り ぬ れ ば 、 「 下 り ま ほ し う な り に た ら む 。 さ ら ば 、 は や 。 夜

（ ）

さ り は と く 。 」 と 仰 せ ら る 。

【 】 雪 が た い そ う （ ）

ゐ ざ り 帰 る に や 遅 き と 上 げ 散 ら し た る に 、 雪 降 り に け り 。 登 花 殿 の 御 前 は 立 て 蔀 近 く て せ ば し 。 雪 い と を か し 。

今 日 は （ ） 参 上 し な さ い 。 雪 で く も っ て （ ） 。 【 】 の 【 】

昼 つ か た 、 「 今 日 は な ほ 参 れ 。 雪 に 曇 り て あ ら は に も あ る ま じ 。 」 な ど 、 た び た び 召 せ ば 、 こ の 局 の 主 も 、

（ ） 籠 ろ う と す る の で す か 。 （ ） 程 に 御 前 を 許 さ れ た の は

「 見 苦 し 。 さ の み や は 籠 り た ら む と す る 。 あ へ な き ま で 御 前 許 さ れ た る は 、 さ お ぼ し め す や う こ そ あ ら め 。 思 ふ

（ ） は よ い こ と で は あ り ま せ ん よ 。

に た が ふ は に く き も の ぞ 。 」 と 、 た だ 急 が し に 出 だ し た つ れ ば 、 あ れ に も あ ら ぬ 心 地 す れ ど 、 参 る ぞ い と 苦 し き 。

火 焼 屋 の 上 に 降 り 積 み た る も め づ ら し う を か し 。

【 】 に 火 を （ ） に お こ し て 【 】

御 前 近 く は 、 例 の 炭 櫃 に 火 こ ち た く お こ し て 、 そ れ に は わ ざ と 人 も ゐ ず 。 上 臈 御 ま か な ひ に さ ぶ ら ひ 給 ひ け る

次 の 部 屋 で 長 炭 櫃 に （ ） い る 人 々

ま ま に 、 近 う ゐ 給 へ り 。 沈 の 御 火 桶 の 梨 絵 し た る に お は し ま す 。 次 の 間 に 長 炭 櫃 に ひ ま な く ゐ た る 人 々 、 唐 衣 こ

（ ） 様 子 を 見 て も と て も う ら や ま し い 。

き 垂 れ た る ほ ど な ど 、 馴 れ や す ら か な る を 見 る も 、 い と う ら や ま し 。 御 文 取 り 次 ぎ 、 立 ち 居 、 行 き 違 ふ さ ま な ど

（ ） な く 、 い つ に な っ た ら あ の よ う に （ ） と 思 う だ け で も （ ）

の つ つ ま し げ な ら ず 、 も の 言 ひ 、 笑 わ ら ふ 。 い つ の 世 に か 、 さ や う に 交 じ ら ひ な ら む と 思 ふ さ へ ぞ つ つ ま し き 。

（ 第 百 八 十 四 段 ）奥 寄 り て 三 、 四 人 さ し つ ど ひ て 絵 な ど 見 る も あ め り 。
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資料３

（実際に使用したシートに、回答数、自由記述の記載例を書き加えた ）自己評価票 。

年 組 番 氏名

１ 教科書をよく読んだ。 Ａ１人 Ｂ７人 Ｃ２人 Ｄ０人

２ 本文をノートに写した。 Ａ８人 Ｂ２人 Ｃ０人 Ｄ０人

３ 口語訳をノートに書いた。 Ａ８人 Ｂ２人 Ｃ０人 Ｄ０人

４ 口語訳をノートに書きながら内容の理解に努めた。 Ａ３人 Ｂ３人 Ｃ１人 Ｄ３人

５ 発問に対し、自分で考えようとした。 Ａ５人 Ｂ４人 Ｃ１人 Ｄ０人

６ 授業の内容がわかった。 Ａ１人 Ｂ５人 Ｃ１人 Ｄ３人

反省及び今後の学習への抱負

・あまり集中していない時があった。 ・まじめにがんばります。

・今まで以上にがんばります。 ・もっとゆっくり授業を進めて欲しい。

・もっと教科書を読んで漢字の読み方がわかるようにしたい。

・内容がわかると楽しいからこれからもがんばる。

Ａ あてはまる Ｂ だいたいあてはまる Ｃ あまりあてはまらない Ｄ あてはまらない

ほとんどの生徒はノートにきちんと口語訳を書いてはいるが、それが精一杯で内容を理解するには

至っていない。小テストの結果が不十分だった生徒や、自己評価にＣとＤを付した生徒など、指導の

必要がある生徒には、ノートの見直しと小テストの復習を促した。また、自由記述欄にある生徒の要

望を取り入れて、その後の授業での説明や助言をより丁寧にするよう心掛けた。

なお、上の自己評価票の６の項目については、授業の内容の理解が不十分な生徒（ＣとＤ）が10人

中４人いたが、この自己評価からだけではどの学習内容がわからなかったのか具体的には把握できな

い。学習活動の内容のまとまりごとに自己評価させ、より的確に学習の状況を把握するためには、次

のように 項目で確認する方法が有効と考えられる。生徒の学習状況の到達学習活動を明らかに示した

度は、ペーパーテストによっておおよそ判断できるが、自己評価によってどこがわからないかを生徒

に自覚させて、助言によって主体的な学びに導くことも大切である。

（改善案）

自己評価票
年 組 番 氏名

１ 清少納言の人物像を理解した。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

２ 「枕草子」の成立の背景を理解した。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

３ 漢字や歴史的仮名遣いを正しく読めるようになった。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 口語訳をノートに書きながら内容の理解に努めた。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

５ 語句の意味や用法を理解した。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

６ 「枕草子」に対する関心が深まった。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

感想（Ｃ・Ｄを付けた場合は、その理由も書いてください ）。

Ａ あてはまる Ｂ だいたいあてはまる Ｃ あまりあてはまらない Ｄ あてはまらない



資料４

（ ） 年 （ ） 組 （ ） 番 氏 名 （ ）宮 に 初 め て 参 り た る こ ろ

○ 次 の 会 話 文 は 、 誰 が 誰 に 対 し て ど の よ う な 場 面 で 言 っ た 言 葉 か 。

① 「 こ れ は 、 と あ り 、 か か り 。 そ れ が 、 か れ が 」。

が に

場 面

② 「 葛 城 の 神 も し ば し 」。
が に

場 面

③ 「 こ れ 、 放 た せ 給 へ 」。
が に

場 面

④ 「 ま な 」。

が に

場 面

⑤ 「 下 り ま ほ し う な り に た ら む 。 さ ら ば 、 は や 。 夜 さ り は と く 」。

が に

場 面

⑥ 「 今 日 は な ほ 参 れ 。 雪 に 曇 り て あ ら は に も あ る ま じ 」。

が に

場 面

⑦ 「 見 苦 し 。 さ の み や は 籠 り た ら む と す る 。 あ へ な き ま で 御 前 許 さ れ た る は 、 さ お ぼ し め す や う こ

そ あ ら め 。 思 ふ に た が ふ は に く き も の ぞ 」。

が に

場 面
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資料５

自己紹介文の例（生徒作品）

資料６

＊学習集団によっては 「こうすればもっと良くなる」という項目を設けて改善案を出させるなど、

して、意見や感想を交換させることで、自分の作品を推敲させる方法も考えられる。

相
互
評
価
票

評
価
者

(
)

班

氏
名(

)

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
名
前
（

)

さ
ん

（
特
に

「
本
文
に
描
か
れ
た
人
物
像
、

感
心
し
た
と
こ
ろ

、

、

」

情
景

心
情
な
ど
が
自
己
紹
介
文
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
観
点
で
評
価
し
て
み
よ
う

）
。

疑
問
・
質
問



評 価 問 題７資料

一 次 の 文 章 を 読 ん で 後 の 問 に 答 え な さ い 。

ア ａ

宮 に 初 め て 参 り た る こ ろ 、 も の の 恥 づ か し き こ と の 数 知 ら ず 、 涙 も 落 ち ぬ べ け れ ば 、 夜 々 参 り て 、 三 尺 の 御 几 帳 の 後 ろ に

①

さ ぶ ら ふ に 、 絵 な ど 取 り 出 で て 見 せ さ せ 給 ふ を 、 手 に て も え さ し 出 づ ま じ う わ り な し 。 「 こ れ は 、 と あ り 、 か か り 。 そ れ が 、

ｂ ② ｃ

か れ が 。 」 な ど の た ま は す 。 高 坏 に ま ゐ ら せ た る 御 殿 油 な れ ば 、 髪 の 筋 な ど も 、 な か な か 昼 よ り も 顕 証 に 見 え て ま ば ゆ け れ

③ ④ イ

ど 、 念 じ て 見 な ど す 。 い と 冷 た き こ ろ な れ ば 、 さ し 出 で さ せ 給 へ る 御 手 の は つ か に 見 ゆ る が 、 い み じ う 匂 ひ た る 薄 紅 梅 な る

⑤ ウ ⑥

は 、 限 り な く め で た し と 、 見 知 ら ぬ 里 人 心 地 に は 、 か か る 人 こ そ は 世 に お は し ま し け れ と 、 驚 か る る ま で ぞ ま も り 参 ら す る 。

ｄ エ

暁 に は と く 下 り な む と 急 が る る 。 「 葛 城 の 神 も し ば し 。 」 な ど 仰 せ ら る る を 、 い か で か は す ぢ か ひ 御 覧 ぜ ら れ む と て 、 な

ｅ ｆ オ

ほ 伏 し た れ ば 、 御 格 子 も ま ゐ ら ず 。 女 官 ど も 参 り て 、 「 こ れ 、 放 た せ 給 へ 。 」 な ど 言 ふ を 聞 き て 、 女 房 の 放 つ を 、 「 ま な 。 」

と 仰 せ ら る れ ば 、 笑 ひ て 帰 り ぬ 。

⑦

も の な ど 問 は せ 給 ひ 、 の た ま は す る に 、 久 し う な り ぬ れ ば 、 「 下 り ま ほ し う な り に た ら む 。 さ ら ば 、 は や 。 夜 さ り は と く 。 」

と 仰 せ ら る 。

カ ｇ ⑧

ゐ ざ り 帰 る に や 遅 き と 上 げ 散 ら し た る に 、 雪 降 り に け り 。 登 花 殿 の 御 前 は 立 て 蔀 近 く て せ ば し 。 雪 い と を か し 。

⑨ ｈ ｉ ⑩

昼 つ か た 、 「 今 日 は な ほ 参 れ 。 雪 に 曇 り て あ ら は に も あ る ま じ 。 」 な ど 、 た び た び 召 せ ば 、 こ の 局 の 主 も 、 「 見 苦 し 。 さ

⑪ キ

の み や は 籠 り た ら む と す る 。 あ へ な き ま で 御 前 許 さ れ た る は 、 さ お ぼ し め す や う こ そ あ ら め 。 思 ふ に た が ふ は に く き も の

ぞ 。 」 と 、 た だ 急 が し に 出 だ し た つ れ ば 、 あ れ に も あ ら ぬ 心 地 す れ ど 、 参 る ぞ い と 苦 し き 。 火 焼 屋 の 上 に 降 り 積 み た る も め

づ ら し う を か し 。
ｊ ⑫ ｋ

御 前 近 く は 、 例 の 炭 櫃 に 火 こ ち た く お こ し て 、 そ れ に は わ ざ と 人 も ゐ ず 。 上 臈 御 ま か な ひ に さ ぶ ら ひ 給 ひ け る ま ま に 、 近

ｌ

う ゐ 給 へ り 。 沈 の 御 火 桶 の 梨 絵 し た る に お は し ま す 。 次 の 間 に 長 炭 櫃 に ひ ま な く ゐ た る 人 々 、 唐 衣 こ き 垂 れ た る ほ ど な ど 、

⑬

馴 れ や す ら か な る を 見 る も 、 い と う ら や ま し 。 御 文 取 り 次 ぎ 、 立 ち 居 、 行 き 違 ふ さ ま な ど の つ つ ま し げ な ら ず 、 も の 言 ひ 、

ク

笑 わ ら ふ 。 い つ の 世 に か 、 さ や う に 交 じ ら ひ な ら む と 思 ふ さ へ ぞ つ つ ま し き 。 奥 寄 り て 三 、 四 人 さ し つ ど ひ て 絵 な ど 見 る も

あ め り 。

問 一 傍 線 部 〜 の 漢 字 の 読 み を 現 代 仮 名 遣 い で 書 き な さ い 。ａ ｌ

問 二 傍 線 部 「 宮 」 と は 何 の こ と か 答 え な さ い 。ア

問 三 傍 線 部 〜 を 現 代 語 訳 し な さ い 。① ⑬

問 四 傍 線 部 「 匂 ひ た る 」 は 現 代 で 使 わ れ て い る 「 匂 う 」 と は 違 う 意 味 で あ る 。 ど の よ う な 美 し さ を 言 う の か 、 答 え な さ い 。イ

問 五 傍 線 部 「 か か る 人 」 と は 誰 の ど の よ う な 様 子 を 言 っ て い る の か 、 答 え な さ い 。ウ

問 六 傍 線 部 「 葛 城 の 神 も し ば し 」 に つ い て 、エ

（ １ ） 「 葛 城 」 の 読 み を 現 代 仮 名 遣 い で 書 き な さ い 。

（ ２ ） 「 葛 城 の 神 」 と は ど の よ う な 神 か 、 答 え な さ い 。

（ ３ ） 「 葛 城 の 神 も し ば し 」 を 省 略 さ れ て い る 語 を 補 っ て 現 代 語 訳 し な さ い 。

（ ４ ） こ れ は 誰 が 誰 に 対 し て ど の よ う な 場 面 で 言 っ た 言 葉 か 、 答 え な さ い 。

問 七 傍 線 部 「 ま な 」 に つ い て 、オ

（ １ ） 現 代 語 訳 し な さ い 。

（ ２ ） こ れ は 誰 が 誰 に 対 し て ど の よ う な 場 面 で 言 っ た 言 葉 か 、 答 え な さ い 。

（ ３ ） こ の 言 葉 か ら こ の 言 葉 を 言 っ た 人 の ど の よ う な 人 柄 が 想 像 さ れ る か 、 答 え な さ い 。

問 八 傍 線 部 「 ゐ ざ り 帰 る 」 と は ど の よ う に す る こ と か 、 答 え な さ い 。カ

問 九 傍 線 部 は 「 そ の よ う に お 思 い に な る わ け が あ る の で し ょ う 」 と い う 意 味 で あ る 。 「 そ の よ う に 」 と は ど の よ う に なキ

の か 、 答 え な さ い 。

問 十 傍 線 部 「 い つ の 世 に か 」 と あ る が 、 作 者 は ど の よ う に な り た い と 願 っ て い る の か 、 答 え な さ い 。ク

二 「 枕 草 子 」 の 作 者 に つ い て 述 べ た 次 の 文 章 の 空 欄 に 適 す る 語 を 入 れ な さ い 。 た だ し Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ ・ Ｆ は 人 名 を 記 し 、

・ は 後 の 語 群 か ら 選 び な さ い 。Ｅ Ｇ
作 者 （ Ａ ） の 父 は 清 原 元 輔 で 、 後 撰 和 歌 集 の 撰 者 で あ る 。 代 々 学 者 歌 人 の 家 柄 で あ っ た 。 十 六 、 七 歳 の 時 に 結 婚 し

て 男 子 を 出 産 し た が 、 そ の 後 夫 と 別 れ 、 関 白 （ Ｂ ） の 長 女 で （ Ｃ ） 天 皇 の 中 宮 で あ っ た （ Ｄ ） の と こ ろ へ 出

仕 し た 。 （ ） に つ い て 深 い 教 養 が あ り 、 当 時 ラ イ バ ル 関 係 の （ Ｆ ） か ら 、 「 才 を ひ け ら か す 」 と 批 判 さ れ て いＥ

る 。 父 や 曽 祖 父 の 得 意 だ っ た （ ） は あ ま り 得 意 で は な か っ た 。 中 宮 の 死 去 と と も に 宮 中 を 去 り 、 晩 年 の 生 活 は 明 るＧ

い も の で は な か っ た と い わ れ る 。

絵 画 書 道 漢 籍 和 歌 茶 道 華 道
― ―25
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資料８
指導時間評価問題の正解率と分析結果

９０％ ９０％ １００％ ９０％ １００％ ７０％一 問 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ

４０％ ４０％一 ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ８０％ ８０％ ９０％ １００％

１００％問 ア
二

９０％ ７０％① ②

５０％③ ④８０％

３０％ ３０％⑤ ⑥
問 第２～５時

３０％⑦ ⑧６０％
三

３０％ ２０％⑨ ⑩

３０％ ５０％⑪ ⑫

２０％⑬

８０％問 イ
四

３０％問 ウ
五

５０％（１） （２）９０％
問

４０％（３）
六
（４）誰が 誰に 場面 第６時１００％ ９０％ ７０％

９０％（１）
問

６０％ ８０％ ８０％（２）誰が 誰に 場面
七

８０％（３）人柄

問 カ 第２～５時５０％
八

問 キ 第６時３０％
九

問 ク 第２～５時５０％
十

１００％ ８０％ ８０％二 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ３０％
第１時

８０％ ９０％ ８０％Ｅ Ｆ Ｇ

分析結果
一・問一 読みの問題（知識・理解）→全平均８１％。ｋ「 上 臈 、ｌ「唐 衣」が各４０％と低」

じょうろう からぎぬ

く、なお指導の余地はあるが、全体的には良好な結果である。小テストで形成的評価を行った効
果と思われる。

・問三 古語の意味を記述する問題（知識・理解）→全平均４５％。指導の工夫及び出題方法の工
夫が必要である。
・問五、問六（２ ・ ３ 、問八、問九、問十（主に読む能力）の正解率が低い。いずれも授業中）（ ）
に指導したが、ワークシート等には同じ設定で記入する項目がなかったため、正解率が下がった
と思われる。こうした実態を 踏まえて、ノートの取り方の指導や、ワークシートの工夫に生か
すべきことが明らかになった。

、 （ ） 。 、・問六 問七は第六時の指導を踏まえた問題 読む能力 である 全１１問の平均は７５％であり
全体としては良好な結果である。

二・文学史の問題→全平均７７％。Ｂ（正解「藤原道隆 ）のみ３０％と低いが、全体的によくでき」
ている。ワークシートでの指導の効果により、学習内容の定着が図られたものと思われる。

全て指導の結果を踏まえて出題した。生徒も学習の成果を概ね発揮できたようである。一部に正解
率の低い問題もあったが、分析の結果明らかになった課題を、今後の指導に生かすことで指導と評価
の一体化を図りたい。
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指導事例３ 古典の世界について調べて発表しよう

１ 単元について

第１学期終了時に生徒に授業評価アンケート（資料１）を行ったところ 「今後、授業で教、

えて欲しいこと・学びたいと思うこと」という項目で、敬語、婚姻、人々の生活、物の怪、よ

、 。 、 、り多くの作品を学びたい などの回答が数多く出された そこで 生徒が疑問を持ったことや

興味・関心を持ったことについて 「関連する文章や作品を調べたり読み比べたりする」など、

して、自分自身で調査・考察し、発表することが、内発的動機をさらに高め 「生涯にわたっ、

て古典に親しむ態度を育てること」につながると考え、第２学期に本単元を設定した。

新学習指導要領における「古典講読」は、まとまりのある古典を読み味わうとともに、関連

する文章や作品を調べたり読み比べたりすることや古典の現代語訳などを適切な範囲で取り上

げることなどによって、生涯にわたって古典に親しむ態度を育てることを目指している。この

ように「古典講読」は、生徒の実態や興味・関心に応じて発展的な学習を展開しやすい科目で

ある。

２ 単元の指導目標

(1)班毎に研究テーマについて話し合わせ、テーマを設定させる。

(2)テーマに応じた資料を集めて必要な情報を読み取らせ、調査、考察内容を的確にまとめさせる

などして、テーマについての考えを深めさせる。

(3)他の班の発表の資料の内容を的確に読み取らせ、発表をよく聞いて自分の考えを深めさせる。

３ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解

①疑問・興味・関心を持っ ①資料の内容を叙述に即し ①古典の理解に役立てるた
たことについて、自ら進 て読み取っている。 めの資料を調べ、その内
んで調べ、ものの見方、 容を理解し、知識を身に
感じ方、考え方を広げた ②資料から必要な情報を読 付けている。
り深めたりしようとして み取り、ものの見方や考
いる。 え方を広げたり深めたり

している。

＊努力を要する生徒に対する手立て４ 指導と評価の計画（全６時間）

時間 学習活動における評価規準と評価方法次 学習活動 指導上の留意点

一 １ ①単元のテーマ、学習目 ○積極的に意見を述べさせ ‐①、 関心・意欲・態度

標、学習内容、評価の 活発に話し合わせる。 積極的に話し合いに参加

観点等を理解する。 ○適切なテーマを設定させる。 し、テーマを設定しよう

②グループ分けをする。 ○テーマ設定の理由を明確 としている。

③考察するテーマを設定 にさせる。 （学習プリントの記入状況

する。 ＊授業中の助言、授業後の ・自己評価カード資料２

④自己評価する。 面接。 ・観察）
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時間 学習活動における評価規準と評価方法次 学習活動 指導上の留意点

二 ２ ①テーマに応じた資料を ○前時の自己評価の結果を ‐①関心・意欲・態度
図書資料やインターネ 踏まえて、本時の学習に テーマに応じた調査、考〜

３ ットから収集し、必要 ついて助言する。 察をしようとしている。
な情報を選択し、考察 ○テーマに応じた資料を収 （学習プリントの記入状況
した内容を的確にまと 集させる。 ・自己評価票資料２・観
める。 ○テーマに応じた資料から 察）

、②テーマについての考え 必要な情報を読み取らせ
を深める。 調査、考察内容を的確に ‐①読む能力

③自己評価する。 まとめさせる。 テーマに応じた資料から
○テーマについての考えを 必要な情報を読み取り、
深めさせる。 調査、考察内容を的確に【テーマ】

＊授業中の助言、資料の例 まとめている。Ⅰ 平安時代の恋愛と婚姻

示、授業後の面接。 （学習プリントの記入状況Ⅱ 物の怪

・自己評価票資料２・観Ⅲ 名前

察）Ⅳ 敬語

‐①Ⅴ 平安時代の衣食住 知識・理解
、 、Ⅵ 言葉 調査 考察内容を理解し

テーマについての考えを
深めている。

（学習プリントの記入状況・
自己評価票資料２）

三 ４ ①読み取った情報を的確 ○前時の自己評価の結果を ‐①関心・意欲・態度
に活用し、レジュメ 踏まえて、本時の学習に 読み取った情報を的確に
( )・発表原稿を ついて助言する。 活用し、ものの見方や考資料５

作成する。 ○読み取った情報を的確に え方を広げたり深めたり
②自己評価する。 活用させ、レジュメ・発 しようとしている。

表原稿を適切にまとめさ （自己評価票資料２・レジ
せる。 ュメ・発表原稿・観察）

、○レジュメ・発表原稿など
場に応じた言語の使い分
けをさせ、まとめ方を工
夫させる。

＊授業中の助言、授業後の
面接。

四 ５ ①他の班の発表をよく聴 ○前時の自己評価の結果を ‐②読む能力
き、レジュメの内容を 踏まえて、本時の学習に 他の班の発表をよく聴き、
的確に読み取って、古 ついて助言する。 レジュメの内容を的確に
典の世界に関する理解 ○他の班の発表をよく聴か 読み取り、ものの見方や
を深める。 せ、レジュメの内容を的 考え方を広げたり深めた

②自己評価する。 確に読み取らせ、自分の りている。
考えを深めさせる。 （レジュメへのメモ記入状

＊授業中の助言、授業後の 況・自己評価票資料２・
面接。 ・観察）

五 ６ ①レジュメの内容を的確 ○前時の自己評価の結果を ‐②読む能力
に読み取り、より適切 踏まえて、本時の学習に レジュメの内容を的確に
にまとめ、古典の世界 ついて助言する。 読み取り、適切な表現で
に関する理解を深める ○レジュメの内容を的確に まとめ、ものの見方や考。

②自己評価する。 読み取らせ、より適切に え方を深めている。
③授業評価する。 まとめさせて、自分の考 （レジュメへのメモ記入状

えを深めさせる。 況・自己評価票資料２・
＊授業中の助言、授業後の 観察）
面接。
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５ 成果と課題

（１）成果

①主体的な活動場面を取り入れた指導による古典に親しむ態度の形成

生徒は、テーマについて 「話し合い 「調べ 「まとめ 「発表する」という課題解決、 」、 」、 」、

型の学習に、主体的、積極的に取り組んだ。こうした言語活動が、生徒の古典学習に対する

意欲を喚起するのに有効であることが再認識された。また、この学習を通して、これまで以

上に古典に親しむ態度が形成されたことが、自己評価票の自由記述欄の内容(資料３)から見

て取れる。

②自己評価の活用による生徒の変容及び授業改善

学習状況を振り返って自己評価させたり、観察による評価を生かして助言や指導をしたり

した結果、生徒には従来にない変容が見られた。ほとんどの生徒が、授業中に調べきれなか

ったことを放課後図書館で自主的に調べたり、教師に質問したりするようになった。生徒の

中には、発表を伴う調べ学習という条件によって動機付けがなされた者もいただろうが、生

徒が自己の学習活動の状況を理解することによって 「関心・意欲・態度」が形成された様、

子が、自己評価票の自由記述欄の内容(資料３)から見て取れた。

第１時に行った自己評価の記入状況を総合的に見ると 〔Ａ：若干名、Ｂ：過半数、Ｃ：、

なし〕という結果であった。生徒の中には、ワークシートの記入状況が良好で、授業中だけ

でなく放課後なども意欲的に課題に取り組みながらも、謙虚さゆえか、あるいは教師に遠慮

してかＢと自己評価する女子(資料４‐１)が目立った。こうした生徒には、実態を踏まえた

助言を与えたことにより、次時以降は自己を的確に評価することができるようになった。

また、指導の必要がある生徒(資料４‐２)に対しては、授業中に助言をしたり授業後に面

接による助言を行ったりした。次時の授業の導入段階においても、前時の自己評価の結果や

活動の実態を踏まえて、生徒への助言を心掛けた。この繰り返しにより、生徒は主体的に学

習に取り組むようになった。

（２）課題

①評価方法の工夫

第５時の発表の際に相互評価を取り入れ、互いの発表のよい点を認め合うことで、学習の

達成感を味わわせる場面を設けてもよい。

参考文献

・高等学校学習指導要領解説 国語編（平成11年12月） ｐ104 参照
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《古典講読 結果》 資料１授業評価アンケート

１ 授業の難易度について

①易しすぎる ②易しい ③ちょうどよい ④難しい ③難しすぎる

（０） （０） （１５） （８） （０）

２ 授業の進行について

①遅すぎる ②遅い ③ちょうどよい ④速い ⑤速すぎる

（０） （１） （１８） （４） （０）

３ 教師の説明について

①わかりやすくてうまい ②まあまあ ③あまりうまくない ④わかりにくくて下手

（２０） （３） （０） （０）

４ 教師の板書について

①見やすくわかりやすい ②まあまあ ③あまりよくない ④見にくくわかりくい

（１８） （５） （０） （０）

５ 教師の熱意について

①強く感じる ②感じる ③あまり感じない ④まったく感じない

（１８） （５） （０） （０）

６ 授業内容に対する興味・関心について

①とても持った ②持った ③あまり持たなかった ④まったく持たなかった

（１６） （７） （０） （０）

７ 総合評価

①とても高い ②やや高い ③やや低い ④とても低い

（１８） （５） （０） （０）

８ １学期、古典講読の授業を受けての感想（例）

○今まで、古典は難しいし、昔の人が書いた文章なんて分かるわけがないと思っていたけれ

ど、古典をじっくりやってみると、そんなことはないんだと実感しました。授業でやった

作品の中で、私は「桜の精」がとても好きになりました。最初のうちは読んでも意味が全

く分からなかったけれど、授業を通して、内容をしっかりと理解でき、昔の人の恋愛の物

語で、とても感動しました。これからもいろいろな話をちゃんと理解できるように頑張り

たいと思います。特に、敬語が難しいので、敬語についてもっと勉強したいと思います。

○古典は、助動詞とかあって、文章が複雑で、漢字も難しく、読みづらくて大変でした。で

も、何回も音読して、すらすら読めるようになったり、主語がなくて、意味が全く分から

なかった文章を 辞書で調べたりして 口語訳できたときはとてもうれしかったです 桜、 、 。「

の精」を初めて読んだときは、人物名しか分かりませんでしたが、授業を通して、なんと

か、理解することができました。この物語が理解できたことから、古典をおもしろいと感

じるようになり、古典に興味がわきました。

○私は、古典講読の授業を受けるまで、古典は難しいだけの授業だと思っていました。しか

し、実際に授業を受けてみると、確かに難しいのですが、朗読できたときや、本文を訳し

終えて、内容が理解できたときは、とてもうれしくて、その達成感はとてもいいと思いま

す。また、昔の人が書いた物語を読むと、昔の人がどのような考え方をしていたかなどを

知ることができて、とても勉強になりました。私は、古典講読の授業を受けて、古典にと

ても興味を持つことができました。
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資料２自己評価票 １
☆第１時限の目標

古典講読の授業を通して、疑問に思ったこと・興味をひかれたことについて、自ら進んで意見を

述べ、積極的に話し合いに参加して、自分たちの調査・考察するテーマを決定する。

（テーマ設定の理由を明確にすること ）。

項 目 評 価

１ 学習目標・学習内容・必ずやらなければいけないこと・評価の観点 Ａ Ｂ Ｃ

について理解できた。

２ 古典講読の授業を通して、疑問に思ったこと・興味を持ったことに Ａ Ｂ Ｃ

ついて、自ら進んで意見を述べ、積極的に話し合いに参加できた。

３ テーマ設定の理由を明確にし、自分たちの調査・考察するテーマを Ａ Ｂ Ｃ

決定できた。

本時の感想

自己評価票 ２
☆第２時限の目標

テーマに応じて資料を収集し、資料の内容から必要な情報を読み取り、整理してまとめ、テーマ

について自分の考えを持つ。

項 目 評 価

１ テーマに応じて資料を集めることができた。 Ａ Ｂ Ｃ

２ 集めた資料から必要で適切な情報を的確に読みとり、整理してまと Ａ Ｂ Ｃ

めることができた。

３ テーマについて自分の考えを持つことができた。 Ａ Ｂ Ｃ

本時の感想

自己評価票 ３
☆第３時限の目標

調査内容を多角的に分析、判断して、調査してわかったこと、気づいたことを適切にまとめ、も

のの見方や考え方を深める。

項 目 評 価

１ 他の班の発表をよく聞いて、調査内容を多角的に分析することがで Ａ Ｂ Ｃ

きた。

２ 班員全員の調査・考察内容を整理して、調査してわかったこと、気 Ａ Ｂ Ｃ

づいたことを適切にまとめることができた。

３ テーマについて自分の考えを深めることができた。 Ａ Ｂ Ｃ

本時の感想

自己評価票 ４
☆第４時限の目標

、 、 、他の班員たちが資料から読み取った情報を的確に活用し 場に応じた表現を意識して レジュメ

発表原稿を適切にまとめる。

項 目 評 価

１ 他の班員たちが資料から読み取った情報を的確に活用してレジュメ Ａ Ｂ Ｃ

・発表原稿を適切にまとめることができた。

２ レジュメ・発表原稿など、場に応じた言語の使い分けをすることが Ａ Ｂ Ｃ

できた。

３ 工夫してレジュメ・発表原稿をまとめることができた。 Ａ Ｂ Ｃ

本時の感想
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自己評価票 ５
☆第５時限の目標

発表者は、発表内容が聞き手に効果的に伝わるようにする。聞き手は、レジュメの内容を的確に

読み取り、発表をよく聴いて自分の考えを深める。

項 目 評 価

１ レジュメの内容を的確に読み取り、自分の考えを深めることができ Ａ Ｂ Ｃ

た。

２ 他の班の発表をよく聴いて、メモをとることができた。 Ａ Ｂ Ｃ

３ 発表原稿をなるべく見ないで、聞き手に伝わるように発表できた。 Ａ Ｂ Ｃ

本時の感想

自己評価票 ６
☆第６時限の目標

レジュメの内容を的確に読み取り、より適切にまとめて、自分の考えを深める。

項 目 評 価

１ 他の班のレジュメの内容を的確に読み取り、適切にまとめることが Ａ Ｂ Ｃ

できた。

２ 他の班のレジュメの内容を理解し、自分の考えを深めることができ Ａ Ｂ Ｃ

た。

３ この単元の学習を通して 古典に対して より興味・関心を持った Ａ Ｂ Ｃ、 、 。

本単元の感想

資料３生徒の感想の例（ 自己評価票６」から）「

○自分が疑問に思っていたことを、調査・考察・発表する授業をして、毎日遅くまで、図書館

やインターネットで調べたりして、とても勉強になりました。いろいろな調査をして、協力

して調べたことを、たくさんの人に聴いてもらったり、知ってもらえたことに、一番のやり

がいを感じ、達成感も感じました。

○今まで古典のことについて、あまり知らなかったけれど、自分たちで調べたり、みんなが調

べたことを聴いたりして、昔の人たちのことがとてもよくわかりました。これからの古典の

授業では、前よりも、よく考えて口語訳することができると思います。平安時代の人たちの

生活などが知れて、とてもよかったです。

○今回の授業を通して、自分が興味をひかれたことを、調査・考察・発表することで、普段の

授業にはない理解や達成感を得ることができました。これまでは、いつも、疑問に思うこと

があっても、深く調べようとしなっかたので、これからは、疑問に思ったことは自分で調べ

るようにしようと思いました。

○私は、他の班が研究授業で発表した「物の怪」について、興味をひかれました。昔の人が、

「物の怪」について、どのように思っていたのか 「物の怪」とはどのようなものなのか、、

について、もっと知りたいので 「物の怪」がでてくる物語をたくさん読んでみたいと思い、

ました。
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資料４‐１

自己評価のフィードバックの例

（１）助言により的確に自己評価できるようになった例

生徒Ｋ 第１時の自己評価

教師の観察評価：Ａ

・学習プリントの記入

状況が良好である。

・昼休みや放課後も意

欲的に課題に取り組

んでいる。

助言

・実態を踏まえ、到達

目標に照らして、取

り組み状況が「充分

満足」であることを第２時の自己評価

具体的な言葉で伝え

て褒める。

第６時の自己評価
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資料４‐２

（２）生徒・教師共にＢと評価した生徒を、助言によりＡの状況に導いた例

生徒Ｓ 第１時の自己評価

教師の観察評価：Ｂ

・学習プリントの記入

状況がおおむね満足

できる状況である。

・意欲は高くはない。

助言

・実態を踏まえ、到達

目標に照らして、よ

り意欲的な取り組み第４時の自己評価

を促す。

教師の観察評価：Ｂ

・レジュメ・発表原稿

のまとめに意欲的に

取り組んだが、まと

め終わっていない。

助言

・実態を踏まえ、到達

目標に照らして、よ第５時の自己評価

り意欲的な取り組み

を促す。

・学習への取組状況が

改善されたことを褒

める。
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資料５

生徒発表用レジュメ例
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研究を通しての成果と課題

１ 成果

(1)評価規準を生かしたテストやワークシートによる学習内容の定着

指導の中に評価規準を生かしたワークシートを用いて学習内容を具体的に示したり、小テス

トで形成的な評価を行ったりしたことによって、学習内容がおおむね定着している状況が確認

できた。

(2)言語活動の工夫による主体的な学びや古典に親しむ態度の形成

学習の目標や内容を明確にしたうえで、目標を達成できるように言語活動を工夫して指導に

取り入れたことにより、生徒の主体的な学びや古典に親しむ態度が形成された。

(3)言語活動や評価規準の活用による指導の改善

「話すこと・聞くこと 「書くこと 「読むこと」の各言語活動は、国語科の授業の中で」、 」、

日常的に行われている。しかし、必ずしも意図的、計画的な指導の機会として指導計画に位置

付けられているとは限らない。本研究では、指導目標や内容を明確にするとともに、古典に親

しむ態度を養うために言語活動を工夫して指導計画に位置付けた。また、評価規準を生かして

指導目標の達成状況を評価し、さらに評価を指導の改善に生かすように工夫した。これらによ

って、従来ありがちだった講義形式の指導の改善がなされた。

、 、「 」 、なお 本研究は古典に関する指導であるので 読むこと を中心に評価規準を設定したが

「話すこと・聞くこと」及び「書くこと」を中心とした言語活動においても、その活動がどの

ような力をつけるためのものか、その活動に関する評価規準をどのように設定するか、という

ことを明確にしておくことが肝要である。

(4)自己評価のフィードバックによる主体的な学びの形成

生徒の自己評価の結果を教師が把握して指導の改善に生かすだけでなく、生徒に助言や励ま

しとしてフィードバックすることによって、生徒自身の学習意欲を高めることができた。

２ 課題

(1)指導と評価の方法、場面、時期の工夫

指導の改善を図るとともに、評価の信頼性を高めるために、評価の方法、場面、時期につい

ても常に工夫していく余地はまだまだある。

(2)評価規準の共通理解

学校および教科としての指導目標等を、生徒や保護者に説明するとともに、評価の信頼性、

妥当性を高めるためには、評価規準の設定に際して、教科担当者間で共通理解を図ることが大

切である。
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